
令和 3年度 第 9回 理事会議事録 

日時：令和 3年 2月 22 日（火）19：00～21：00 

 

場所：Web 会議、県士会事務所 

出席：（理事）磯野、髙村、三科、小林（司）、名取、 

平賀、菊池、古屋、井村、大西、鈴木、 

北山、有泉 

（部長）秩父、秋山 

書記：秋山 

 

会員管理情報 

慶事 0件 弔事 0件 施設数 145 

会員数 925 名（施設 862 名 自宅 63 名）                 

 

磯野会長より挨拶 

 1 月 31 日に日本公衆衛生学会実行委員会が開催され

た。この研修会は令和 4 年 11 月に山梨で開催される。

また 2 月 5 日にオンラインで神奈川県士会の 50 周年記

念事業が開催された。形式は山梨県と同様であった。ま

た今週末には連盟の総会等も予定されている。 

Ⅰ.審議事項（全 3題） 

1. 旅費規程の改訂について：（有泉局長） 

 前回の理事会で事業主催者からの支払われた報償費

等が少額であった場合の取り扱いについて調査を行っ

た。その結果、協会や県関係は謝金が支払われる。関ブ

ロ関係は未納が多い。POS 関係も交通費のみを支給され

ており、謝金等がない会議も散見された。そこで規定に

「支払が士会規定の 50％未満の場合、理事会の承認得て

本規定に準じた金額を支払う」と追加したい。 

意見・質問 

小林（司）：申請はどこにすればよいか。 

有泉：今後検討する。 

北村：学会参加と会議参加とで棲み分けが必要と思う。 

有泉：今後整理していく。 

結果：交通費は除き日当のみとして整理し次回理事会

で提出する。来年度当初から運用できるように

する。 

2．2022 年度に向けた広報グッズ作製について： 

大西局長 

  次年度以降の広報活動を見据え、新たに広報活動の

グッズを作製していきたい。広報部で検討した結果、ト

ートバッグを作製したい。千個作成予定で費用は、１つ

300 円×1,000 個＝約 300,000 円（税込） 

意見・質問 

磯野会長：作成に関して賛成する。このクッズを会員に

配ってもいいと思う。 

大西：会員数が 980 名くらいなのですぐになくなって

しまう。 

名取：士会活動に参加している部員に配布するのはど

うか。 

大西：理学療法の日等で配布すると約 300 個配布する

ので、部員には配布はできる。 

結果：作製に関しては承諾。配布先等は検討し理事会

で報告する。 

 3.第 25 回士会学術集会、進捗状況報告及び日程の審議

について（菊池局長） 

特別講演の講師依頼をするにあたり、会期の決定を

したい。候補日は令和 5 年 1 月 22 日（日）、1 月 29

日（日）、2月 5日（日）を検討している。 

 意見・質問 

  北山：開催形式はハイブリットか WEB のみのどちら

で開催するか。 

 菊池：WEB のみで検討している。 

 結果：候補日の3日で講師に打診し日時を決定する。 

Ⅱ.報告事項 

1.各委員会等の報告 

・COVID-19 対策委員会（小林副会長） 

COVID-19 対策に関する講演会を開催した。 

日時：令和 4年 2月 10 日（水）19時～20 時 30 分 

テーマ：「COVID-19 に我々理学療法士が今できること」 

講 師：東京医科歯科大学附属病院 リハビリテーシ

ョン部 技師長 岡安 健先生（理学療法士） 

座 長：山梨大学医学部附属病院（COVID-19 対策委員

会 副委員長）技師長 八木野 孝義 先生 

参加者：23 名（事前申し込み 29 名） 

  参加者の 9 割近くが 11 年目以上の臨床経験者であ

り、実際に現場の管理や運営を担っている方の関心や

意識の高さを感じた。 

講演終了後のアンケートでも「現場の様子が伝わり、

やるべきだという思いが強くなった」「BPC を作成する

うえでとても参考になった」などの声を頂き、多くの

参加者に役立つ情報提供ができたのではないかと思う。 

2.各局からの報告 

①学術研修局（名取局長） 

2021 年度第 5回学術研修会開催報告について 

日時：2022 年 1 月 23 日 10 時～13 時 

会場：WEB 開催 

講師：手塚純一（さいわい鶴見病院リハビリテー 

ション科） 

テーマ：脳画像と理学所見から展開する理学療法 

参加者：50 名 

  講義では基本的な脳画像所見の診方から予後予測

まで、理学療法介入を行う上で必須となる知識につ

いてご教授頂いた。加えて、多くの症例検討が講義内

容に含まれており、理学療法介入の実践例について

大変わかりやすくご教授頂いた。 

②社会局（古屋局長） 

 ・第 73回スポーツ理学療法勉強会について 

  令和 4 年 1 月 19 日（水）に開催し参加者は 22 人



でした。また同研修のオンデマンド配信を行った。

配信は令和 4 年 2 月 5 日～11 日（7 日間）ユーチ

ューブにて配信した。申込者 17 人でした。 

 ・関東高校選抜大会（レスリング）は新型コロナ感染

症再拡大に伴い開催中止になった。 

 ・東京都理学療法士協会研修会を以下の日程で開催 

 ⅰ日時：1月 26日（水） 

テーマ：「スポーツ倫理とスポーツ指導者の法的 

責任」 

  講師：パークス法律事務所弁護士 多賀啓先生 

 ⅱ日時：2月 7日（水） 

テーマ：「スポーツと理学療法～オリンピック・パ

ラリンピックでの専門職のかかわり～」 

  講師：上野原市立病院 小尾信二先生 

     平塚整形外科クリニック 上村由香利先生 

 ⅲ日時：2月 22日（水） 

  テーマ：「スポーツ理学療法で気になる薬の基礎知

識に関する研修会」 

  講師：薬樹株式会社 遠藤智先生 

 ③生涯学習局（北山局長） 

新生涯学習システムの説明会を 2月 16日(木) 

に開催し、46名の参加がありました。 

Ⅲ.その他 

 「来年度に事業に向けて」磯野会長 

  来年度の事業を考える際に、局・部の課題は何か。

目標や目指すべき姿は何か、また今行っている事業

は誰に対して、どのような効果があるかなど各部局

で課題の抽出をしてほしい。それから新規事業や既

存の事業を検討してほしい。 

Ⅳ．事務管理局より(有泉事務局長) 

①2022 年度診療報酬改定研修会（日理連主催） 

について： 

士会として 1 口申し込みをした。参加費 5,000 円で

すが、そのうち 2,000 円が県の連盟に入る。 

後日、理事と監事の先生方には ID,PW を知らせます

ので講演を視聴してください。 

②来年度の予算（案）、事業（案）について： 

本日の磯野会長からの説明に可能な範囲で沿った内

容での作成をし、提出は 4 月 11 日とする。予算案に

ついても訂正可能（3月末日） 

③今年度決算について： 

Ⅳ．次回の理事会日程について 

理事会 

令和 4年 3月 29 日（火）19：00～ 

場所 Web 会議 

連絡 3 月 25 日（金）までに審議事項および資料を

事務管理局（有泉理事）へ提出する。 

議題がない場合でも事務管理局へ連絡する。 


